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系 ・社会系 と応用科学(生 活科学 ・家政学
等)の 教育を中核 とする中規模私立女子大学
の1つ である。 このことを念頭におけば、そ





























































の情報教育として1年 次必修2科 目、2年 次














用された2名 の教員(著 者)が これに携わる
こととなった。
　全学の情報教育および情報環境の整備を行

























































　　　情報環境 との連携 を深め られるように
　　　 している。教員 と事務 員 との割合 は
　　　半々である。さらに、 日々の承認事項
　　　 (アカウント登録、機器接続等)やハー







































　 まず1回 生は前期 と後期にそれぞれ 「情報
リテラシー基礎」および 「情報リテラシー応











　 2回生以上は 「情報 コミュニケーション科
目」(選択科 目)を 学ぶことがで きる。情報
















2000　一　 情報 リテ ラシー教 育の全
2003　　 学必修化
2004-　HTML学習の位置付 け変
2007　　 更,図 書館 教育 と連携.
　 　 　 発表 の必要性 の増 大
2008-　e-1earning,アカ デ ミ ッ
2010　　 ク ス キ ル教 育 の 導 入
2011一　 資 格に よる学習 目標 の明
　 　 　 確化
1回生前期
コ ン ピ ュ ー タ操 作 入 門,
メ ー ル,Web,　 Word,
Exce1
Windows操作 入 門,メ ー
ル,Web,　Word,　Excel,
図 書 館 利 用 法
上記 を教 える授 業 回数を
減 ら しe-learningで個別
対応,コ ンピュー タ とイ
ンター ネ ットの原理 ・仕
組み の学習 を追加
















情 報 科 学,情 報 社 会,
Word,　Excel,　Access,
コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ
ク ス(CG),　HTML
情 報 科 学,情 報 社 会,
Word,　Excel,　Access,
CG,　Webデ ザ イ ン,
Webプ ロ グ ラ ミ ング
プ ロ グ ラ ミ ン グ,セ キ ュ
リ テ ィ,情 報 倫 理,統 計
数 学,Word,　 Excel,
Access,　CG(Webを 廃
止 し座 学 を追 加)
ITパスポー ト試験お よび
P検3級 ～準2級,デ ー
タベー ス系の 資格等 を 目
指 す,Webと デー タベ ー
スとの連携実習 を追加
2.3　情 報環境
　2000年以前 の学 内LANは 図書 館 を中心 に
一部の校舎 の一部の フロアだ けを接続 してお
り、学 内LANを 利 用で きる教 員は限 られて
いた。 また3ヶ 所の コ ンピュー タ教室 が一部
の学 科で の情報 教育 に利用 され ていた。
　2000年度 に運 用開始 した全学情報 システム
(KWIINS:Kyoto　Women's　university
Integrated　Information　Network　System)の
概要 は以下 の通 りである(宮 下 ・水野,2002)。
　 本学 は半径300mほ どの敷 地 を持 ち、大 き
く分けて3つ のキ ャ ンパ スに全部で約15棟の
校 舎 があ る。KWIINSで は これ らすべ ての
キ ャンパ スのすべ ての校舎 をネ ッ トワーク接
続 し、 各校舎 内 に もLANを 敷設 して、すべ
ての研 究室 と一部の教室 を ネッ トワーク接続
した。 さ らに、ネ ッ トワー クを敷設 した教 室
の一部 には情報 コンセ ン トを設置 した。
　 学外 とはSINETを 介 して接続 して いた。
また、ダイヤルアップ回線をアナログ23回線
敷設 して、ユーザ(学 生および教職員)に 電
話番号を公開した。 これはWebメ ールシス





(既存 コンピュー タ教室(3室)と 新築校舎





に学生が体験できるOSの 種類 を増やす 目的











ムとそれ らの ドメインとが統合で きていな
かった りしたことによる。このことはユーザ








量を確保 していた。途中で容量 を増加 してい
るのは、情報 コミュニケー ション科 目(選択
科 目)でマルチメディア作品等大 きなサイズ
のファイルを保存する場合に20MBの制限は













う新入生のニー ズを予測 して科 目内容を検




　 まずHTMLを 学ぶ科 目を大幅に組み換 え
た。HTMLに ついて原理や タグの解説な ど








活用 した発表(プ レゼ ンテーション)の スキ
ルを身に付けることを、1回 生での学習内容




重要 さを増 してきたアカデ ミックスキルのひ





































































●認証 シス テム を一元 化す るこ とで、ユ ー
ザ 名 とパ ス ワー ドを各ユーザ ごとに1組
　だけ と した。

















　 お お よそ1995年以 降、 一般 社 会 で は イ ン
ターネ ッ ト接続 の劇 的な大衆化 に加 えて ソフ
トウェア環境 の変化が著 しか った。特 に広 く
普 及 したWindows、　Mac　OS、　Officeスイー
ト(MS　OfficeとOpenOffice.org)の変遷 が
大学 教育へ与 えた影響 は無視 で きなかった。
例 えば保護者 会の ような大学教 育説 明の機会
に は、2000年当初 、Mac　OSを 情 報 リテ ラ
シー教育 に使 うことに反対の声 が聞 かれたが、











































































































































倫理の重要性の理解か らはほ ど遠い結果か も





























コ ン ピュー タ利 用 イ ン ター ネ ッ ト利 用
図2　 コンピュータとインターネッ トの利用経験年数(CIEC調査結果から著者作成)
　 4.利用経験が0年 か ら6年 まで見事にフ
































(「プログラ ミング」 と 「モデル化 とシ ミュ









































比2008/2007:現在 、 自分 が 理 解 、 活用 で きる
比2009/2007:現在 、 自分 が 理 解 、 活用 で き る



































































施 した。 具 体 的 に はWindows　XPを
Windows　7に改 めることで、学生の多 くが
慣れ親 しんでいるであろうOSと のバージョ
ン番号の大 きな差異 を解消 した。これは、全
学共通情報教育を含む情報教育のそれぞれの


















　 また、2010年度末には無線LANの 整備 を























シー基礎(1回 生前期)お よび情報 リテラ

































かを選べ るように した%そ の結果、従来通
り必修とすることを希望 した学科 は学生数で









ジメント系)に 対応 した科 目によって構成す
る予定である(2012年度実施予定)。これは、













る。2008年度か ら採用 された ダブルクラス
ター制では、マネジメン トや公共政策、情報、














































































































































































　の教育の在 り方 について,文 部省。
松葉龍一他,2006,初等 ・中等教育における情報











　 トワーク(KWIINS)の構築 と運用,平 成14年






　ク機器の更新一安全 ・快適 なネ ットワー クを






2)内容は 「この用語の意味 を知 っていますか」
　「キー入力の速度はどれ くらいですか」など。
3)こ れは2007年度に初心者 クラスのみの業務委
託を試行 し,そ の結果を評価 して決定 した。
4)選択科 目とした場合は,こ れに相応す るアカ
　デ ミックスキル教育を学科専 門科 目の 中で展
　開することが期待 されている。 これは,学 生は
　4.4節冒頭の4科 目を学ぶべ きだか らである。
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A Consideration of Information and Communication 
Technologies for the University-wide Education and 
Information System at Kyoto Woman's University
MIYASHITA Kensuke & MIZUNO Yoshiyuki
(Summary) 
 The developments of information society keep making rapid progress ince around the end 
of 20th century. The contents and method of university education for information literacy 
have been demanded to go on changing in this social situation. Ever since then the 
information systems at university have been deemed to play a fundamental role as the 
infrastructure for information and communication services in education while keeping up with 
the revolution in computer and network technologies. In the case of Kyoto Women's 
University, the university-wide information education has begun in 2000. The curricula for 
information education have been restructured every four years and the relevant information 
systems have been reconstructed twice amongst the first decade of the 2000s. In 2011, a part 
of the computer ooms has been renewed and the improved curricula for information literacy 
education have been applied. In this paper, we chronicle the alterations of our curricula and 
information systems so as to give contemplations with generic purposes for the related 
problems and the results thereupon. We also give a prospect for the future of information 
education i  universities.
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